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ユピキタス情報社会が創造する
豊かで快適な新生活
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オフィスや家庭にパソコンやインターネットが普及す

るのに伴い,電子メールやウェブブラウジングが主流

であったIT(lnformationTechno10gy)ネットワーク社

会は,いつでも,どこでも,安心して各種の情報にア

クセスできるユビキタス情報社会へと変ぼうを遂げつ

つある｡ユビキタス情報社会は汀ネットワーク社会をベー

スとし,ネットワーク,端末,コンテンツ,およびサービ

スが大きく進化することで成立する｡近い将来,情報

ネットワークは,電気やガス,水道と同様に,生活上欠

くことのできないライフラインとなる｡

このようなユビキタス情報社会に向けて,今後さら

にネットワークのブロードバンド化,lPv6化,料金の定

欝
はじめに

パソコンやインターネットの普及により,職場での生活,家庭

での生活,娯楽･余暇での生活,地域に密着した生活など,

サービス

進化したユピキタス情報社会と

それを支える技術

生活圏ごとのユビキクスアクセス環

境から,さらに,lPv6ブロードバンドネッ

トワーク化の完成.ブロードバンドイ

ンターネットヘの無線接続をするため

の無線LANの普及端末の小型･軽

量･高性能化.複合化により.コンテ

ンツ供給を含むサービスプラットフォー

ムが軌道にのることで.いつでも,ど

こからでも.好きなときに安心して情

報にアクセスできるようになる｡

注:略語説明

IPv6りnternetProtocoIVersion6)

額化が進む｡モバイル端末は小型･軽量･高性能化し,

気軽に持ち運びできるようになり,無線でネットワーク

に接続できるようになる｡固定端末では放送･通信受

信機能が融合し,金融端末はチケットや商品の購入な

どの機能を併せ持ち,ワンストップサービスが可能に

なる｡また,コンテンツやサービスではプラットフォーム

化が進み,どの端末を用いても,どこからでも,シーム

レスに情幸剛こアクセスできるようになる｡

日立グループは,このような夢を実現するために,

ユビキタス情報社会で求められる端末からソリューショ

ンまでを提案していく｡

それぞれの生活圏の基盤でIT(Information Technology)

化が進んでいる｡このような｢生活圏のIT化+の進行に伴い,

｢いつでも,どこでも,簡単･安全に必要な情報のやり取りをし

たい+というニーズがますます高まっている｡その情報は,電子

メールやホームページのテキスト情報,静止画情報だけでな
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く,音楽,動画などのいわゆる｢リッチコンテンツ(豊かな情報

内容)+が主体である｡このようなニーズを満たす新しい社会の

ことを,｢エビキタス情報社会+と呼んでいる｡｢エビキタス

(ubiquitous)+とは,同時に,いたるところに存在するという意

味である｡

エビキタス情報社会を実現するためには,熟練した人や若

者だけでなく,一般の人が負担感なく,さまざまの機器を使用で

きなければならない｡そのためには,操作時の待ち時間が少

なく,スムーズに高速応答でき,携行が容易で,電源の心配

が不安なモバイル端末が求められる｡また,端末に応じて,

最適な形で情報をシームレスに入手することができる,臨場感

あふれるコンテンツが重要である｡

ここでは,日立グループが考える,豊かで快適かつ安全な

ユビキタス情報社会を実現するエビキタスネットワークとシステ

ムソリューション,およびそれらを支えるさまざまな技術について

述べる｡

2
ユピキタス情報社会の到来

家庭や街,オフィスなど,個人のライフスタイルに密着した

生活圏でのIT化が,着実に進んでいる｡一方,ビジネスの分

野でも,社会基盤,官公庁･自治体,企業でのIT化が定着

し,これらがネットワークで接続されることで,いつでも,どこか

らでも,必要な情報にアクセスできる環境が整いつつある(図

1参照)｡

ネットワークの帯域を広げることで,音楽や映画などのリッチ

コンテンツを短時間に受信できるようになる｡また,定額料金

が設定され,個人も通信料金を気にすることなく,常時ネット

ワークに接続できるような環境が準備されつつある｡最近は,

固定端末だけでなく,携帯電話やネットワークに接続できるネッ

トPDA(PersonalDigitalAssistant),WIA(Wearable

く二＼

常時接続 直垂

交通,電九

放送･通各

教育･医療

$l日立胸2DO2･11

ダ軸ち

携帯電話･モバイル端末

情報キオスク lCカード (亘参

Internet Appliance)と呼ばれる身に付けて使用する端末な

ど,高伝送レートでネットワークに無線接続できるモバイル端

末の実用化が始まっている｡

さらに,端末の小型･軽量･高性能化,端末接続の無線化

が進み,簡単に情報にアクセスできるようになりつつある｡情

報が,電気やガス,水道と同様に,生活に欠くことのできない

ライフラインとなる,｢エビキタス情報社会+の到来である｡

題ユピキタス情報社会を支えるブロードバンドネットワーク

ネットワーク社会からユビキタス情報社会へ進化するために

は,前述したように,リッチコンテンツのスムーズな伝送が必要

である｡そのためには,ネットワークのブロードバンド化が必須

である｡

ネットワークのブロードバンド化の動向を図2に示す｡第3世

代携帯電話では,2Mビット/sのデータ転送レートを目指して

おり,モバイル系端末のデータ転送レートも確実に高くなる｡

無線LAN(IEEE802.11b/a)は,家庭内の無線ネットワー

クのほか,駅,空港,コーヒーショップなど人の集まる場所をア

クセスポイントとしてブロードバンドネットワークに無線接続する

もので,その便利さから,急速に普及しつつある｡日立製作

所は,コーヒーショップなどの既存ビジネスに無線LANシステ

ムを簡単に導入するためのスターターキットを提案している｡

電話線を用いたディジタル伝送方式のDSL(Digital

Subscriber Line)や,CATVを用いたディジタル伝送,家庭

まで光ファイバで接続するFTTH(FibertotheHome),基幹

部分のネットワークであるバックボーンも確実に高伝送レート化

されており,応答性やリッチコンテンツの入手性がますますよく

なっている｡

電話,ファクシミリ

次世代サーバ パソコン

ブロードバンドインターネット

電子政府

電子行政

個人のライフスタイル

ビジネス

業務革新,

電子商取引,

顧客サービスの向上

図1ユピキタス情報社会

の到来

それぞれの生活圏ごとに什化

が進み,ブロードバンドネットワー

クでつながれ､それぞれの使用

場面に適した機器としての端末

が開発され,臨場感あふれる豊

かなコンテンツが準備されること

により,さらに便利で快適.安

全なユビキタス情報社会が到来

する｡

注:略語説明

ITS(lnte=gentTransport

Systems)



10Gビット/
/

ネットワ⊥ク

LA

FTTH

DSUCATV

夢琴㌍亀甲甘6′〉64kヒ

卿拳､‾､.､衰_(山′●′盗
:,′;･搬讃鹿茸≒､さ

10M ビシ

一品ピソ広

4～5Tビット/S

ク､///wDM
1Tピソト/S

1G ビン巾s
/

ビット/s 100Mビット/S

ビン戊/

γ2Mビット/S

注:略言吾説明

WDM(WavelengthDivisionM山tiplexing)

図2ネットワークのブロードバンド化の動向

無線･有線ネットワークとバックボーンネットワークが確実に広帯域化し,常時接続,

高速,定額･低価格化が実現する｡

堵豊かで快適な生活を創造するユピキタスソリューション

4.1生活圏ごとのユビキクス情報社会化

日立製作所が進めている生活圏ごとのユビキタス情報社

会のイメージを図3に示す｡家庭では,プラズマテレビに代表

される大画面平面テレビを中心に,さまざまの機器がネットワー

クにつながれる｡家庭内のそれぞれの端末はIPv6(Internet

ProtocolVersion6)に対応し,機器ごとに固有のグローバ

ルアドレスが割り振られ,外出中には,モバイル端末を用いて

家庭内の状況のモニタリングや機器の制御が行えるようにな

る｡電話でも,VoIP(VoiceoverInternetProtocol)と呼ば
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れているインターネットを使った伝送が大きな比重を占めるよう

になる｡

オフィス環境では,テレビ会議システムや遠隔教育･研修シ

ステムがH常的に使用されるようになる｡簡単な操作で,どこ

からでも同じ条件で参加でき,資料なども同時に電子的に配

布できる｡

街角では,プラズマディスプレイや大画■血平面ディスプレイ

を並べたインフォメーションボードシステムを用いて情報を提

供したり,店舗とコンテンツ配信サーバをネットワークでつなぎ,

集客,購買欲を喚起する映像を高精細で表示できるようにな

る｡これらの情報を,無線LANを用いてネットPDAなどのモ

バイル端末にダウンロードし,映像や音楽を楽しむこともで

きる｡

また,ATM(Automated Teller Machine)端末や電車

の券売機など,異業種間の情報システムを統合し,1か所で

すべての用を済ますことができる｢ワンストップサービス+も,

市民の暮らしを快適にする一つのソリューションである｡日立

製作所は,これをTAP(Town AccessPoints)と呼んで開発

を推進している｡

また,ビジネス分野では,選挙の電子発券･投票･集計シス

テム,株主総会の議決権行使のための電子投票システムも

準備しており,一部試行も開始した(図1参照)｡

4.2 進化したユビキタス情報社会

それぞれの生活圏でエビキタス化が進み,ブローlウiンドネッ

トワークや無線接続がさらに普及し,セキュリティに対する信

頼感が生まれれば,将来的には,生活圏を意識することなく

シームレスなユビキタス情報社会が形成される(5ページの図

参照)｡

そのころには,IPv6ネットワークが実質的に完成し,それぞれ

の機器にグローバルなアドレスが付与される｡また,各種サー

/†ソコン

琶や‾バ

ゴ■号

アクセスポイント テレマテイクス

営業支凍

システみ

Net-PDA

WIA

叫叫叫句Il

′ご二:±澄
パソコン

"FLORA-ie55mi”

図3生活圏ごとのユピキ

タスアクセス環境の提供

家庭.オフィス,店舗･街角,

モバイル環境など,それぞれの

生活圏で汀化とインターネット化

が進み,ユビキタス情報社会が

形成される｡

注:略語説明
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PersonalDigitalAssistant)

巴▼

r柑舶2002･11l7



lllウVol.84No_11

ビスのプラットフォームも軌道に乗り,端末からのアクセスに応

じて,どの端末からもシームレスに情報を得ることができるよう

になる｡

日立グループは,さらに,利用者の居場所,状況,行動に

応じて最適なサービスを行う｢コンテクストアウェアサービス

(Context Aware Service)+や,モニタカメラが不審者を写

すと外出中の人の携帯電話に警報として映像を送るといった

｢自立連携サービス+など,新しいサービスを実現する技術開

発を進めている｡

また,エビキタス端末は,小型･軽量で,操作が簡単なうえ

に,高性能で,いつでも携行できる形態となる｡このとき,機

器の電源供給方法,すなわち電池の根本的な改革も必要と

なる｡燃料電池はエネルギー残量が一目でわかり,エネルギー

が払底したときにもすぐに燃料を充てんできる｡これはまだ改

善の必要があるが,目立グループは,エビキクス端末をさらに

魅力的にする技術として開発に取り組んでいる｡

4.3 セキュリティ技術

エビキタス情報社会では,ネットワークを介してさまざまな情

報を交換することになる｡そこには,個人情報,クレジットカード

情報,有料コンテンツ情報なども含まれている｡

これらの情報を扱うとき,情報にアクセスしているのがほん

とうに本人なのか,機器は準拠すべきルールを守った正規の

機器なのかなどを確認する必要がある｡これが本人認証,棟

器認証の技術である｡

日立グループは,安心しで情報の交換ができるように,暗

号や認証技術にも精力的に取り組んでいる｡個人ごとに異な

る指の静脈パターンを用いて本人を確認する｢静脈認証+は,

尾鷲仁朋
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本人認証システムとしてすでに実用化している｡IEEE1394

(InstituteofElectricalandElectronicsEngineers1394

規格に基づく高速シリアルバス)ネットワーク上で,MPEG-2

(MovingPictureExpertGroup2)コンテンツを伝送する場

合の認証･暗号化技術であるDTCP(DigitalTransmission

Content Protection)や,セキュリティ機能搭載フラッシュメ

モリカードなどで,他社と協力して標準化を主導している｡

霧
おわりに

ここでは,きたるべきユビキクス情報社会への日立グループ

の考え方と,さまざまのソリューションについて述べた｡

エビキクス情報社会では,電気･ガス･水道と同様に,情報

も個人生活や企業活動になくてはならない必需品となる｡い

つでも,どこでも,だれもが安心して自由に情報サービスを利

用できるような,豊かでl央適かつ安全な生活を送ることのでき

る社会を創造するために,日立グループは,将来予測と柔軟

な対応で技術開発に努め,このような夢を実現するために,

端末からソリューションまでの幅広い提案をしていく考えで

ある｡
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